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お持ち帰りコーナーコラム

2011 年 4 月，湘南藤沢メディアセンター 2階の中央吹き抜
け階段を上がったところに，一風変わった本棚を設置しました。
この本棚は，政策・メディア研究科 池田靖史教授の研究室

が「SFC Open Research Forum 2010」のために制作したも
ので，イベント終了後に譲り受けました。
メディアセンターで設置するにあたり，蔵書を並べるので
はなく，不要になった資料やパンフレットなどを自由に持ち
帰ることのできる「お持ち帰りコーナー」にしました。
例えば，以下のような資料があります。
○メディアセンターで不要になった資料
新書・文庫や各分野の専門書で重複しているもの，版が
古いもの
Pブック（楽しく気軽に読める本のコーナー：小説，旅
行ガイド，How To 本，趣味の本など）で古くなったもの
雑誌（コンピュータ系，AV機器関連，文学系，教職関連，技術系など）で長く保存しないもの
CD，DVD（情報科学系，語学関連，雑誌の付録など）
○学内広報誌（SFC Review 最新号，バックナンバーなど）
○地域広報誌や案内，大学生向け広報誌
○美術館，講演会の案内や割引券・無料券
このほかメディアセンターの各種パンフレットも置いてあります。時々入れ替えをしますので，その時によって
置かれる資料や量も違います。
また，利用者が不要になった資料を置けるようにしましたので，研究室や家で使わなくなった図書・雑誌・
DVD・CDなどを後輩や友人に自由に提供することができます。
変わった形の本棚ですから，2階に上がるとすぐわかると思います。ぜひ立ち寄って，前に置いてあるスツール
に腰掛け，ゆっくり品定めしてみてください。

嘉悦　梢

ロ・コンテンツを串刺しにした新たな教材（いわゆ
るコースパック）等を制作するという可能性も見え
てくる。
このように，リッチ・コンテンツ化とマイクロ・

コンテンツ化に活路を求め，新たな教材や学習環境
の創出につなげていくことこそ，大学出版会として
の目指すべき方向性なのではないだろうか。いま，
まさに大学出版会としての自覚と責任，そしてコン
テンツ・プロバイダーとしての覚悟と創造力が求め
られている。その実現に向けて，日々邁進していか
なければならないと決意を新たにしているところ
だ。




